
研究開発・ものづくり戦略

タダノグループは、経営理念「創造・奉仕・協力」を基に、安全・安心を実感し、お客さまに「素晴らしい！」と感動してい

ただける真心の「品質、サービス」を提供することで、「顧客満足度世界No.1」の実現を目指しています。

なお、デジタル技術の革新によりIoTやAIの活用が急速に広がる中で、当社も製品とデジタル技術を融合させ、お客さ

まや建設現場でのニーズに対し、製品（ハード）だけではなく「吊る」機能に着目した新たなソリューションサービス（ソ

フト）で応えていくビジネスにシフトしていきたいと考えています。

基本的な考え方

研究開発への取り組み

CSPI-EXPOにて遠隔操作システム＆シミュレータを展示・デモ

フィリピン・インドで現地エンジニアを活用し、設計・技術開発をさらに加速

2025年6月に開催された国内最大級の業界展示会「国際建設・測
量展CSPI-EXPO 2025」に当社も出展し、移動式クレーン遠隔操
作システム「CRANET」を使って会場内に設置した実機を操作する
デモを実施しました。建設業界の労働者不足に対し、オペレータの
移動時間削減や、クレーン稼働率の向上など、さまざまな効果が期
待されます。会場でも多くの反響をいただき、当社も実証実験を継
続しています。
また、オペレータの定着と早期育成を目的に開発した「教育用シ
ミュレータ」もあわせて展示しました。クレーンの基本操作から現
場を想定した作業まで、幅広いシナリオに対応できるシステムで、
多くの方に操作を体験いただきました。こちらも実用化に向けて研
究開発を進めています。

2022年に設立した「タダノ・クレーンズ・インディア」では、現地エンジニアを継続雇用し、グループの設計開発業務を一部委託しています。
さらに2025年には「タダノ・テクノロジー・フィリピン」を新規設立しました。現地で英語が堪能で優秀なエンジニアを採用し、東南アジア地
域向けの高所作業車・クレーンのトラック架装設計を含めた開発業務を委託することで、グループの技術開発とあわせて、同地域における
製品販売拡充にもつなげたい構想です。
従来、開発スタッフは香川県内とドイツ国内に集中していましたが「人財基盤の強化」の観点から、より高度に、よりグローバルにリソースを
拡充し、製品設計・技術開発をさらに加速させていきます。

タダノ・テクノロジー・フィリピン タダノ・クレーンズ・インディア
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デバイスやアプリケーションの違いによらず、
実機の性能演算機能やテレマティクスデー
タを、インターネットを介して提供する仕組
みです。タダノ製品をお使いいただく上で
お客さまが利用されている施工計画ソフト
ウェアや、機械資産管理ソフトウェアとの連
携を皮切りに、データを通じて今後一層お
客さまとタダノがつながります。

デジタル化・オープン化で
業界の常識を変える

現場とお客さま、
タダノをつなぐ

※当社が提唱する、API 群の総称です。 
Lift API

タダノ製品の稼働状況を可視化するテレマ
ティクスサービスです。故障の前兆をキャッチ
し、事前にメンテナンスを促す「ビフォーサー
ビス」を可能にします。建設用クレーン、高所
作業車を中心に標準搭載。累積台数は日本
で約27,000台、海外では約11,000台にのぼ
ります。

HELLO-NET

施工計画書、配置図等の作成にお使いいた
だける、各種デジタルデータを提供してい
ます。2D・3D CADに加え、近年、建設建築
分野で導入が進んでいるBIM(Building 
Information Modeling)に対応した3Dデー
タも取り揃え、世界中のお客さまより高い評価
をいただいています。これらの素材をLift API
と連携させることにより、さまざまな分野で新
たな可能性が生まれます。

BIM・CAD をはじめとした
デジタル素材

デジタルデータ

「安全で、質の高い、効率的な揚重作業を提供したい」。これは今も昔も変わらないタダノの一貫した思いです。そのため、テレマティクスを
はじめとしたデジタルサービスに早くから取り組んできました。今、DXを旗印に、建設・建築業界が大きな転換点を迎えている中、皆さまの
DX推進を、トータルソリューションでサポートします。「Lifting Equipment」を超えた「Lifting Solution」を提供することは、これからの
タダノの使命の一つです。

デジタルサービス
Lifting Solutionで新たな価値を

CONEXPOに出展/グループの成長・変革をアピール

2026年3月にアメリカ・ラスベガスで開催された国際建機展「CONEXPO-CON/AGG 2026」では「Reaching new heights」のスローガ
ンに沿って、自走式高所作業車、ブームトラック、ナックルブームクレーンなど新規ラインアップも積極的にPRしました。カスタマーサポート
やソリューションの充実、脱炭素・環境負荷低減を実現する新製品を含め、着実に成長・変革を遂げるタダノグループの現状を、多くの来場
者に体感いただくことができました。
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